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安全運転を

お願いします

'93
8 月

７月20卩、森江野小学校（伊勢文朗校長）で

は、夏休み中の幼児と児童の交通事故防止と、

地区の皆さんの交通安全に対する意識の高揚を

図り、交通安全鼓笛パレードを行いました。

雨あがりの町道には、無事故を願う鼓笛の音

か力強く響いていました。

ハンドルを握る皆さん、子供を見かけたら、

スピードは控え目に安全運転をお願いします。



医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

～
二
年
連
続
国
保
税
を
大
巾
引
き
下
げ
～

国
保
加
入
者
は

４
,
３
０

３
人

私

た
ち
は
、
ふ
だ
ん

ど
ん
な
に

健
康
だ
と
思
っ
て

い
て
も
、
病
気

や
ケ

ガ
は
予
期
し
な

い
で
お
そ
っ

て
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

そ
ん
な
と
き
に
、
あ
な
た
の
暮
ら

し
を
守
り
、
病
気
や
ヶ

が
か
治
る

ま
で
利
用
で
き
る
大
切
な
制
度
で

、

加
入
者
の
収
入
等
に
応
じ
て
、
保

険
税
を

出
し
あ

い
、

い
ざ
と
い
う

と
き

に
備
え
、
助
け
あ
お
う
と

い

う

「
相
互
扶
助
」
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

町
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

（
被
保
険
者
）
は
、
今
年
の
五
月

末

現
在
で
千
六
百
三
十
一
世
帯
、

四
千
三
百
三
人
、
町
全
世
帯
の
約

五
十
四

パ
ー
セ
ン
ト
ヽ

全
人
口
の

約
三

十
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

検診を上手にいかして健康瞥理

国
保
医
療
費

一
世
帯
平
均
は
3
5万
５
千
円

平
成
五
年
度
の
国
見
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算
は
．

七
億
三
千
九
百
一
二
十
万
九
千
円
で

、

前
年
度
に
比

べ
約
七
・
ハ

パ
ー
セ

ン
ト

の
増
と
な

っ
て

い
ま
す
．

こ

の
う
ち
．
医
療
給
付

費
は
、

巌
出
総
額
の
七
十
八
％

に
当
た
る

五
億

七
千
八
百
五
十
九
万
円
で
．

前
年
度
に
比
較
し
て
、
〇
・
四
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
月
割
り
に
す
る
と
四
千

八
百
二
十
一
万
六
千
円
の
医
療
給

付
費
と
な
り
、
年
間
で
は
一
世
帯

当

た
り
約
三
十
五
万
五
千
円
。
一

人
当

た
り
約
十
二
万
四
千
円
と
な

り
ま
す
。
（
老
人
医
療
費
を
除
く
）

国
保
を
さ
さ
え
る

み

ん
な
の

保
険

税

国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
率
か
、

今
年
も
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

国

保
税
は

、
町
全
体
の
加
入
者

の
そ
の
年
に
予
想
さ
れ
る
医
療
費

か
ら

、
国
か
ら
の
補
助
金
等
を
差

し
引

い
た
残
り
の
分
と
な
り
ま
す
。

平
成
五
年
度

の
国

傑
税

は
、
前

年
度
に
続

き
人

巾
に
減
税

さ
れ
。

二
億
Ｒ
千
四
百
七
十

七
万
円

と
な

り
ま
す
。

こ
れ
は
、

日
頃

皆
さ
ん
が
、
検

診
、
人
間

ド
ッ
ク
等
を
上
手

に
活

用
し
て
健
康

管
理
を
行
い
、
医

療

費
が
少
な

く
て
す
ん
だ
（
罕
成
四

年
度
一
人
当

た
り
の
医
療
費
は
、

伊
達
管
内

で
低
位

）
こ
と
に
よ
り
、

平
成
四
年
度
に
剰
余
金
一
億
二

千

万
円
が
生
じ
、
こ
の
う
ち
、
九
千

万
円
（
当
初
予
算
一
二
千
万
円
、
七

月
補
正
六
千
万
円

）
を
国
保
税
の

減
額
に
措
置
で

き
た
こ
と
に
よ

る

も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
五
年

度
の
一
人
当
た
り
の
国
保
税
負
担

額
も
伊
達
驚
内
で
低
位
と
な
り
ま

す
。国

保
税
は
、
皆

さ
ん

が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る

た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。
こ
の
財
源
を
大
切
に

使
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

納
期
内
完
納
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

平成５年度　国 保 税 税 率
区　　 分 ��課税割合 �税　　　 半 �前 年度 税 率 �対 比

応茹�所 得 割 �42 ％ �3.  % �3.57  %�96.4 %

�資産割 �10 ％ �23.77  %�28 』4％ �.  5 %

応

益

割 �

被保険者

均 等 割 �33
％ �

１人当たり　

19,064円 �

１人当たり　

20 , 832円 �91.5
％

�世帯別

平 等 割 �15
％ �

Ｉ世帯当たり

2 519 円 �

Ｉ世帯当たり

26377 円 �88.8
％

国見町における平均国保税
(一世帯当たり)

・所　碍 額　　1.800 , 0 円

・課税標準額　　1  4 , 0 円

・固定資産税　　　64  ､ 0 円

所 得 剛51  .2 円 い4900 〔X〕×
荒)

資 産 割.  2 夏 2円(64(X)0 ×
でy;)

均 等 一割5  乢 472円(　19,064 ×2.7人)

平 等 割,  5 円(１世帯当たり　23,519円)

計　　141  .459円

※ 最高課税限度額　　58.08 円



人
間
ド
ッ
ク
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク

町
で

は
。
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
を
対

象
に
、
入
院
人
間
ド
ッ

ク
（
一
泊

二
日
）
、
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
是
非
受
検
さ
れ
ま
す
よ

う
お
勧

め
し
ま
す
。

◆
対
象
者

岡

見
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で

六
十

九
歳
ま
で
の
方
（
た

だ
し

、
初
め
て
受
検

さ
れ
る
方
を

優
先

さ
せ
て
項

き
ま
す
Ｊ

◆

申
し
込
み

方
法
・
期
限

九
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
、

料
金
を
添
え
て
九
月
十
日
ま
で

お

申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

・
保
健
諜
国
保
係

雲
醇
2
1
1
1
　内
線
１
４
３

人間ド ッ ク実 施内 容

入 院 人 間 ド ッ ク 日 帰 り 人 間 ド ッ ク

検 査

期 日

平成５年10月～平成６年３月

毎遇火・木曜日

平成６年１月～平成６年３月

毎週水・木曜日

検 査

場 所
公 立 藤 田 総 合 病 院

検 査

項 目

身体測定・呼吸器系検査・肝機能系検査・糖尿系検査

胃腸系検査・胆のう機能倹査・腎機能系検査

循環 器系検査・血液検査・ ガン（ 乳・子宮 一大腸）検査

自 己
負 担

6 圓円 2.5 円

定 員 100名（申し込み順） 100名（申し込み順）

愛
の
献
血
に

7
7人
が
協
力

七
月
六
日

、
献
血

バ
ス
か
來
町

し

、
小
坂
小

学
校
前

。
国
見
電
子

前
、
福
梁
製

作
所
前
、
朽
木
繊
維

前

の
四

か
所
で
献
血
活
動
を
行

い
、

七
十
七
人
（
申

込
者

は
八
十
八
人
）

の
方

々
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま

し

た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
印
は
成
分
献
血
協
力
者

○
印
は
四
〇
〇
ｄ

協
力
者

で
す

《

一

般

》

○
斎
藤
　

規
雄

○
高
原
　

畏
吉

横
山
　

照
美

○
林
　

栄
次
郎

○
斎
藤
　
松

男

佐
藤
　
弘

子

大

塚
　

信
子

田
村
　
　

勝

〈
小

坂

小

学

校

》

逸
見

健
二

菊
田
　

保

○

佐
々
木
芳
三
郎

〈
農
青
連
》

羽
根
　

俊
一

〈
国
見
町
農
協
》

高
原
　

達
夫

《
国
見
電
子
》

○
瀬

戸
亜

希
子

篠
田
　
国
枝

○
新
田
　

要
輔

樋

口
　
健
一

〇
金
田
　

祐
治

鈴
木
　

恵
子

雫
石
　

則
敏

古
内
　

清
史

鈴
木
　

弘
子

○
阿
部
　

英
人

○
鈴
木
　

信
也

大
河
原
　

弥

佐
々
木
博
志

○
菊
地
　

幸
治

松
浦
キ
エ
子

佐
藤
キ
ミ
子

平
田
　

憲
治

○
阿
部
　

典
昭

○
冪
田
　

道
夫

仲
野
　

明
夫

○
松
浦
　

元
治

○
佐
藤
　

好
弘

佐
藤
　

哲
哉

高
橋
　

曾
枝

徳
江
　

健
吉

○
金
子
　

明
弘

斎
藤
　

豊
子

佐
藤
　

善

美

佐
藤
　

ミ
ェ

大

竹
　
ッ
ネ

大
鴣
　

幸
夫

《
福

梁

製

作

所

》

○
片
平
　
忠

夫

八
島
　
　

満

〇
大

橋
　
順
一

〇
丸
山
　
新
吉

寺
島
　
正
男

○
山
内
　

克

美

○
氏
家
　

信
吉

清
水
　
貞
夫

佐
藤
　

富
蔵

八
島
　

典
男

高
橋
　

慎
二

菅
野
　

俊
則

高
橋
　
　

守

吉
田
　

勝
宜

○
斎
藤
　

光
幸

成
田
　

敏
子

矢
目
富
士
子

〈
朽

木

繊

維
〉

朽
木
　

哲
也

宍

戸
　
せ
っ

渋

谷
　

富

八
巻
　
　

明

Ｑ
朽
木
　

雅
彦

菅
野
　

米
生

○
菊
地
　

弘
子

朽
木
　

京
子

古
田
　

辰
夫

朽
木
　

英
子

○
佐
久
間
孝
志

〈

藤

田

郵

便

局
》

佐

久

間

憲

一

〈
国
見
町
商
工
会
〉

○
鑓
水
　
正
春

大
和
田
紀
夫

〈
国

見

町

役

場

》

○

菅
原
　

文
子

佐
藤
水
無
子

健康づくり講演会のお知らせ
1)と　き：９月９日( 木) 午前Ⅱ 時 分～午後] 時 45分

C)ところ：国見町町民体育館

1)講 師：落語家 Ξ 遊 亭 圓歌 先生

C)入場料：無　 科

■問い合わせ

・ 保健課国保係 酋8  5 ｰ 2 囗 １　内線１４３

～笑 い は 健 康 の 源 で す～三遊亭 圓歌 先生



平
成
五
年
度

国
見
町
の
重
点
事
業

⑤

今
回
第
五
回
目
は

、
県
が
進
め
て
い

る
阿

武
隈
川
上

流
流
域

下
水
道
事
業
と
、
そ
れ

に
関
連
し
て

、
平
成

八
年
度
の

供
用
開

始
に
向
け
、
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
国

見
町
公

共
下

水
道
事
業

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

。

流
域
下
水
道
事
業

阿
武
隈
川
上
流
流

域
下

水
道
事

業
（
県
北
処
理
区

）
は
、
一
市
五

町
（
福
島
市

、
桑
折

町
、
伊

達
町
、

国
見
町
、
梁

川
町
。
保
原

町
）
の

阿
武
隈

川
水

系
の
水
質

保
全
と
生

活

環
境

の
改
善
を
目
的
と
し
て
、

県
か
進
め
て

い
る
も
の
で
す

。

全
体
計

画
は
、
処
理
人

口
三
十

一
万
千
四

百
十
人

、
処
理
面
積

八

千
六
百
四

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
日

最
人
処
理
水

量
二
十
万

七
千
二
百

十

立
方

メ
ー
ト

ル
、
事
業
費
は
九

百
十
三
億
二
千

八
百
万
円
と
な

う

て

い
ま
す
。

現
在
進

め
て

い
る
認
可
事
業
計

画

は
、
昭
和
五
十

九
年
度
か
ら
平

成

九
年
度
ま
で
の
も
の
で
。
処
理

人

口
五
万

九
千
百
人
、
処
理
面
積

千
二
百

九
十
ハ

ヘ
ク

タ
ー
ル
、
日

最
大
処
理
水
最
一
万
七
千
三
百
立

方

メ
ー
ト

ル
、
事
業
費
は
二
百
十

五
億
千
三
百
万
円
で
す
。

主
に

、
処
理
場
や
ポ
ン
プ
楊
の

建
設
、
幹
線
管
渠

の
布
設
を
行
い

ま
す
。

一
市
五
町
の
生
活
排
水
は
、
埋

設
さ
れ

た
管
渠
を
通
っ
て
処
理
場

（
徳
江
浄
化
セ
ン
タ
ー
）
に
直
接

排
水
さ
れ
。
そ
こ
で

処
理
さ
れ
ま

す
。こ

う
し

た
こ
と
か
ら
、
一
市
五

町
で
は
、
流
域
下
水

道
建
設
事
業

へ
負
担
金
を
支
払

っ
て

い
ま
す
。

国
見
町
で
は
、
事
業
完
了

ま
で

に
約
二
億
円
の
負
担
金
か
見

込
ま

れ
て
お
り
、
平
成
四
年
度

末
ま
で

に
、
九
千
九
百
六
十
万
円
を
支
払

り
て
い
ま
す
。

周
辺
対
策
事
業
も
実
施

流
域
下

水
道
の
処
理
場
か
、
国

見
町
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

森

江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
初

め
、
町

道
整

備
等
多
く
の
岡

辺
対
策
事
業

や
水

資
源
対
策
事
業
か
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

周
辺
対
策
事
業
費
は
、
全
体
で

約
十
三
億
円
で
、
平
成
四
年
度
末

ま
で

に
、
九
億
五
千
六
百
万
円
の

事
業
か
行
わ

れ
、
進
埓
６

は
、
七

十
三
・
六

パ
ー
セ

ン
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

水
資
源
対
策
事
業
費
は
、
全
体

で
約
四
億
六
千
万
円
で
す
。

水
資
源
対
策
事
業
は
、
主
に
平

成
五

、
六
年
度
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
見
町
公
共
下
水
道
事
業

国
見
町
公
共
下
水
道
事
業
の
基

本
計
画
は
。
福
島
県
か
行
う
阿
武

隈
川
上
流
流
域
下
水
道
（
県
北
処

理
区
）
計
画

を
上
位
計
画
と
し
て

、

昭
和
五
十
年
三
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
町
の
開
罷
計
画
の
変

更
等
に
よ
り
、
見
直
し

が
な

さ
れ
、

昭
和
六
十
二

年
二
月

、
新
し

い
基

本
計
画
が
策

定
さ
れ
ま
し

た
。

こ

の
基
本
計
画

（
全
体
計
画
）

は
、
目
標
年
次

を
平
成

卜
七
年
と

し

。
計
画
処

理
面
積
三
百
三
十
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画
処
理
人
口
七

千

六
百

五
十
人
、
計
画
処
理
水
量

（
日
最
大
）
四
千
三
百
十
立
方
メ

ー
ト

ル
と
な

っ
て

い
ま
す
。

基
本
計
画

に
基

づ
き
、
昭
和
六

十
二
年
、
都
市
計
両
が
決

定
さ
れ
。

昭
和
六
十
三
年
度
の
事
業

認
可

、

事
業
採
択
を
経
て
、
同
年
度
か
ら

下
水
道
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

事
業
認
可
（
事
業
計
画
）

は
、

目
標
年
次
か
平
成
九
年
度

、
計
画

処
理
面
積
四
十
ハ

ヘ
ク
タ
ー
ル
、

計
画
処
理
人
口
二
千

二
百
五
十

八

人
、
布
設
さ
れ
る
管
渠
の
総

延
長

は
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
な

っ
て

い
ま
す
。

事
業
の

進
捗
状
況

岡

見

町

公

共
下

水

道
事

業

の

総

事

業

費

は

、

九
億

千

三
百

万

円

で

す

。昭

和

六

十

三

年

度

に
事

業

着

手

以

来

、

平

成

四

年

度

ま
で

の
事

業

費

は

。

こ

の

う

ち

二

億

九
千

万

円

で

、

そ

の

財

源

内

訳

は

、
国

庫

補

助

一
億

円

、

県

補

助

四

百

四

十

万

円

、

起

債

一

億

六

千

二

百

七

十

万

円

、

一

般

財

源

等

は

二
千

二

百

九

十
万

円

と

な

っ
て

い
ま

す

。

な

お

、

こ

の

た

め
の

起

債

の

元

利

償

還
金

に

つ

い
て

は

、

約

五

十

パ

ー

セ

ン
ト

の
地

方

交

付

税
措

置

か
あ

り
ま

す

。

平

成

四
年

度

末
ま

で

の

進

捗

状

況

は

、

事
業

費

ベ

ー

ス
で

三

十

一

・
ハ

パ

ー

セ

ン
ト

、
管

延

長

で

二

十

六

・
ハ

パ

ー

セ

ン
ト

、

整

備

面

積

で

二

十

二

こ

ニ
パ
・・・・
セ

ン
ト

に

な

っ
て

い

ま
す

。

平
成
八
年
度
の
供
用
開
始

に
向

け
、
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ

で
す
。
（
次
表
の
と
お
り
）

国見町公共下水道事業執行状況及び計画 〔単位 ：百万 円〕

�全体事業 �認可事業 �S . ～Ｈ ．４ �進 捗 率 �５ 年 度

事　 業　 費 �6,000 �913 �290 �31  .8 % �135

管　 延　 長･ �63 ㎞ �10 0 �2､686 �26.8 �966

整 備 面 積・�332  ﾄ a �48 �10.72 �22.3 �4.30

国　　　 賢 � 乢 827 �278 �100 ��47.5

県　　　 費 �79 �12 �4.4 ��2.1

起　　　 債 �3.345 �509 �2.7 ��66.9

一般・ その他 �749 �114 �22.9 ��18.5

○
次

号
で
は
、
平
成
一
Ｊ一
年
度
か
ら

平
成
六
年

度
ま
で

の
継
続
事
業
で

建
設
か
進
め
ら
れ
て

い
る
伊
達
地

方
術
生
処
理
組
合

ゴ
ミ
処
理
施
設

に
つ
い
て

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
．



国
見
町
農
業
委
員
会
会
長
に
賀
藤
貞
さ
ん

七
月
一
一
十
一
一
日
、

町
長
室

に
お

い
て
、
農
業
委
員

（
選
任
委
員
）

の
皆
さ
ん
へ
の
選
任

書
交
付
式

が

行
わ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、

町
艮

招
集

に
よ
る
農
業

委

員
会
総
会

が
開
催

さ
れ

。
議
席

を
定

め
た
後
、
会
畏
及
び
会
長
職

務
代
理
者

の
選
出
か
行
わ
れ
、
会

長

に
賀
藤
貞
さ
ん
、
会
長
職
務
代

理
者

に
菊
地
平
助
さ
ん
か
選
出
さ

れ
ま

し
た
。

■

町
長
選
任
委
員
の
皆

さ
ん

（
敬

称

略

）

・
議
会

推
薦

（
誣
席
順
）

松
浦
義
男
（
西
大

枝
字
築
舘
4
2）

渡
辺
胯
一
（
高
城

字
田
中
２
）

佐
藤
　

力
（
森
山
字
中

町
2
1の
１
）

高
橘
久
藏
（
山
崎
字
ｈ
川
前
2
8）

赤
坂
浅
占
（
内

谷
字
西
前
1
9）

・
農
業

協
同
組
合
推
薦

安
藤
良

‐‐
｛
小
坂
字
川
原

―
｝

・
農
業
共
済
組
介
推
薦

賀
藤
　

貞
（
徳
江
字

小
林
２
）

就任のあいさつを行う会長の貲驟さん

国
見
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
総
会
開
催
さ
れ
る

七
月
十
九
日
、
国
見
町
公
民
館

搆
堂
に
お
い
て

、
平

成
五
年
度
国

見
町
青

少
年
育

成
町
民
会
議
総
会

か
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

会

長
（

冨
永
武
大
町
長
）
の
あ

い
さ
つ
に
続

い
て

、
青
少
年
の
健

全
育

成
に
貢
献

さ
れ
た
二
団
体
・

五
名
の
皆

さ
ん
か

表
彰
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、

役
員

改
選
も
行
わ
れ
ま

し

た
。

－

表
彰
さ
れ
た
皆
さ

ん

・
団
体
の
部

藤
田

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団
長
神

津
武
志
）

森
汪
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団
艮

佐
藤
清
一
）

・
個
人
の
部

朽
木
碩
也
（
小
坂
宇
前
5
0の
２
）

東
海
林
一
樹
（
藤
田
字
南
2
7）

鈴
木
　
誠
（
藤
田
字
観
月
台
１
）

巾
條
　
榮
（
森
山
字
上
野
台
２
）

八
島
蔵
昭
（
山
崎
宇
耕
谷
２
の
召

会長の冨永町長より表彰状が手渡される

国 ● 町 杳 少 年 香 盧 町 民 会1 魯 役 員

持 瞼　 名 �氏　　　　 名
会　　 長 �冪　7k　齔　喪 �『蜀　Ｗ　町　 畧

副 会　 長 �佐　蕕　
利　攅 �閏９町教 育 委 員 会 委 員 長

�帥　訐　㈲　－ �国兇IT議会議徭

連 常 委 員 �

畜 薑　光　夫 �小坂地区雛進協1鳬会＆
�柵　口　余　推 �藤田地区権道協1具会挌

�村　卜　公　月 �森江野地区楕遵協議会界
�松浦　萇　明 �大木戸地区推進協議会卷

�佐　蕕　洋　－ �大柱地区推進協丿員会差

監　　 事 �

呶 地　算　作 ���ｉ�￥･Tg とtl μ･・ ��日i 幺f 冶

�息　山　一　裘 �国見町少年柵戔嶋力昌
�鈴　木　キ　ヌ �国 卯町鳩 人舎i家鵬恠 県 会 及

文

化

団

体

紹

介

国
見
プ
ラ
ウ
エ
ン

観習に取り相む「国見プラウエンl の皆さん

昭
和
円
卜
六
年
四
月
、
公
民
館

活
助
の
コ

ー
ラ
ス
講
座
が
。
き
っ

か
け
で
発
足
し
た
国
見

プ
ラ

ウ
エ

ン
は
現
在
十
八
名
の
会

員
で

活
動

し
て

い
ま
す
。

「
プ
ラ
ウ
エ
ン
」
と
は
、
ド
イ

ツ
語
で

「
貴
婦
人
た
ち
」
と
い
う

意
味

だ
そ
う
で
す
。

会
長
は
、
阿
部
紀
子
さ
ん
（
小

坂
字
北
窪
二
十
八
の
四
）
で
、
五

代
日
に
当
‥
た
り
ま
す
。

指
導
者

は
、
コ

ー
ラ
ス
講
座
の

講
師
で
も
あ
っ
た
板
垣
忠

直
さ
ん

（
福
島
市
鎌
田
字
肝
戸
十
七
）
で

す

。板

垣
先
生
は
、
か
っ
て
。
県
北

中

学
校
で
音
楽
の
教
師
を
勤
め
た

こ
と
も
あ
り
、
岡
見
町
に
な
じ
み

の
深

い
方
で
す
。
現
在
は
、
ふ
く

し
ま
国
体
式
典
音
楽
部
会
長
、
福

鳥
県
吹
奏
楽
辿
盟
理
事
長
等
、
音

楽
分
野

の
要
職
に
あ
り
、
多
方
面

で
活
踊
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
見

プ
ラ
ウ
エ
ン
は
、
福
島
県

お
母
さ
ん
合
唱
連
盟
に
所
属
し
、

目
下

、
卜
月
に
富
岡
町
で
開
催
さ

れ
る
県
お
母
さ
ん
合
唱
祭
へ
の
参

加
に
向

け
て
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す

。ギ
タ
ー
と
チ

ェ
ロ
の
プ
ロ
の
演

奏
家
と
の
、

ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ

ー
ト
を
独
自
で
企
画
す
る
等
、
禎

極
的

に
活
動
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
町
の
文
化
祭
で

笑
し

い
歌
声
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

会
長

の
阿
部
さ
ん
は
、
「
会

員

を
増
や
し
、

ボ
リ
ュ

ー
ム
の
あ
る

合
唱
‥団

に
し

た
い
Ｊ

と
抱
負
を
語

る
。
現
在
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
か
い
な

い
の
か
悩
み
の
種
だ
そ
う
で
す
。

「
岡
見
の
青
楽
の
中
核
を
目
指

し

た
い
Ｊ
と
指
導
者
の
板
垣
先
生

も
意

欲
満

々
で
あ
る
。

ピ
ア

ノ
の
音
色
と
と
も
に
、
響

き
渡

る
貴
婦
人

た
ち
の
歌
声
は
。

講
堂

い
っ
ぱ
い
に
広
か

っ
て
い
ま

し

た
。



お
　

知
　

ら
　

せ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

ふ
く
し
ま

下
水
道
フ
ェ
ア
9
3

下
水

道
っ
て
何
だ
ろ
う
？

下
水

道
は
、
私
た
ち
が
快
適
な

生
活
を
お
く

る
う
え

で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施

設
で
す
。

水
洗

ト
イ

レ
か
使
え

る
よ
う

に

な
る
ほ
か
。
川
や
海

の
汚
れ
の
原

因
と
な
る
家
庭
か
ら

の
生
活
排
水

を
処
理
し
て
川

や
海
を
汚
れ
か
ら

守

っ
た
り
、
台
風
や
大
雨
の
と
き

に
浸
水
被
害
を
防

い
で
安
全
な
ま

ち
づ
く

り
を
し

た
り
と
、
私
た
ち

の
暮

ら
し
に
重
要
な
役
劃
を
果
た

し
て

い
ま
す

。

「
ふ
く
し
ま
下
水
道
フ
ェ
ア
1
9
3
」

で
下
水

道
の
こ

と
を
少
し
勉
強
し

て
み
ま
せ
ん

か
？

下
水

道
の
歴
史

。
下
水
道
の
し

く
み

、
下
水
処
理

に
活
躍
す
る
微

生
物

、
下
水
処
理
場
の
監
視
制
御

シ
ス
テ

ム
、
下
水
汚
泥
再
生
利

用

品
、

デ
ザ
イ

ン
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
等

を

パ
ネ

ル
、
嗅
型
、
そ
れ
に
実
物

等
も
ま

じ
え
て
紹
介
し
ま
す
。

ま

た
、
下
水
道
相
談
室
も
開
股

さ
れ
る
ほ
か
、
無
料
金
魚
す
く

い
。

ち

び
っ
こ
広
場
、
ク
イ
ズ
コ

ー
ナ

ー
、
そ
れ
に
各
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
下
水
道

博
士
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

九
月
十
日
倒
～

九
月
十
二
日
向

午
前
十

時
～
午

後
七
時

（
最
終
日
は
午
後
五
時
で
終

了
）

■
と
こ
ろ

福

島
ル
ミ
ネ
　

五
階

ネ

ク
ス
ト
ホ

ー
ル

■
入
場
無
料

■

問
い
合
わ
せ

・
県
下
水
道
鎌

酋
酣
7
5
1
5

ご

存

じ

で

す

か

八
月
は

電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

夏
場

は
疲

労
か
ら
注
意
力
が
散

漫

と
な
り
が
ち
の
う
え
、
発
汗
に

よ
っ
て

人
体
の
電
気
抵
抗
か
小
さ

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
感
電
す
る

と
他
の
期
間
よ

り
も
危
険
で
す
。

感
電
事
故
を
起
こ
し
て
か
ら

『
あ

の
時
さ
わ
ら
な
け
れ
ば
…
』
「
な

ぜ
ア

ー
ス
を

つ
け
な
か

っ
た
の
か

…
」

『
あ
ん

な
電
気
機
械
を
使
わ

な
け

れ
ば
・
‐・
‘
な
ど
、
あ
と
で
悔

や
ま

れ
る
こ

と
か
多

い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
全
国

の
感
電
災
害
は
、

夏

場
の
七
月
か
ら
九
月
の
三
ヵ

月

間

に
集
中
し
て
発
生
し
て

い
ま
す
。

こ

の
点
か
ら
毎
年
八
月
に
通
商
産

業

省
の
主
唱

の
も
と

「
電
気
使
用

安
全
運
動
」

が
全
国
一
斉

に
行
わ

れ
ま
す
。
「
『
電
気
安
全
』
あ
な

た

と
わ

た
し
の
合
酋
葉
」
み
ん
な
で

電
気
の
取
り
扱

い
に
注
意
し
ま
し

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

旧
土

地
台
帳
付
属
地
図
（
公
図
）

の
閲
覧

は
、
不
動
産
登
記
法
及
び

登
記
手
数
料

令
の
一
郎
改
正
に
よ

り
、
平
成
五
年
十
月
一
日
か
ら
図

面
一
枚
に
つ
き

、
四
百
円
の
手
数

料
か
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
福
島
地
方
法
務
局
桑
折
出
張

所

魯
劼
3
2
0
9

心
が
け
ま
し

ょ
う

『
自
賠
責

加
入
す

る
ま
で

赤
信
号
」

今
年
も

無
保
険
（
無
共
済
）

バ

イ
ク
対
策
協

議
会

（
総
務
庁
、
警

察
庁
、
大
蔵

省
、
農
林
水
産
庁
、

運
輸
省
等
）
で

は
、
九
月
一
日
か

ら
九
月
三
十
日
ま
で
『
無
保
険
（
無

共
済
）

バ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ

ャ

ン
ペ
ー
ン
」

を
行
い
ま
す
。

二
百
五

十

に
以
下
の

バ
イ
ク
に

は
車
検
制
度
か
な
い
こ
と
も
あ

っ

て
、
自
賠

責
保
険
（
共
済
）
の
継

続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と

い

り
て

「
油
断
は
禁
物
」
、
バ
イ
ク
の
起

こ
す
人
身

事
故
を
軽
視
で
き
ま
せ

ん
。東

京
都
で
起

き
た
無
保
険
の
原

動
機
付

自
転
車
（
十
五
歳
の

少
年

か
無
免
杵
で

運
転
）
の
事
故
で
は
、

道
路
前
方
を
横
断
中
の
被
害
者
ら

（
六
十
歳
の
男
性
、
五
十
八
歳
の

女
性
）
に
衡
突
し
、
死
亡

さ
せ

た

こ
と
に
よ
り
四
千
八
百

九
十
六
万

円
の
損
害
賠
償
か
請
求

さ
れ
た
と

い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て

い

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社

、

同
代
理
店

（
バ
イ
ク
、
自
転

車
店

等
）

、
農
協
へ
行
き
ま
し

ょ
う

．

な

お
、
原
付

バ
イ
ク
の
保

険
料

（
共
済
掛
金
）
は
．
一
年
契

約
七

千
八
百
五
十
円
．
二
年
契
約

九
千

八
百
円
、
三
年
契
約
で
一
万
千
六

百
円

で
、
死

亡
事
故
の
場
合
一
二
千

万
円

ま
で
の
保
険
金
（
共
済
金

）

が
支
払
わ
れ
ま
す
．

誕
生
月
に
な
っ
た
ら

現

況

届

の

提

出

を

忘
れ
ず
に
！

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
等

の
年
金
を
引
き
続
い
て
一
年
以
上

受
給
し

て
い
る
方
は
。
毎
年

艇
生

月
の
初
め
頃
に
現
況

届
の
用

紙
か

直
接

送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で

、
市

町
村
長
の
証
明
を
受
け
て

、
艇
生

月
の
末
日
ま
で
に
社
会

保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く

だ
さ
い
。

現
況

届
は
、
引

き
続

い
て
年
金

を
受
け

る
権
利

が
あ

る
か

ど
う
か

を
確
認
す

る
た
め
に
、
毎
年

一
回

誕
生
月

に
提
出
し
て

い
た
だ
く
も

の
で

、
提

出
が
さ
れ
な

い
と
き
は
、

年
金
の
支
払

い
を
一
時
差
し
止

め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誕
生
月
に
は
忘

れ
ず
に
現
況
届

を
提
出
し

ま
し

ょ
う
。

■

問
い
合

わ
せ

・
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係

魯
剪
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５



応募資格はチャレンジ精神

自 衛 官 採 用 試 験 案 内
(高校生のみなさんへ)

安定した地位（特別職国家公務貝）やりがいのある職城で、自分を磨き

たい方、いろんな体験 をしてみたい方、技術・資格を取得したい方、働き

ながら上級学枚で学びたい方、自衛隊に興味のある方ご応募ください。

募　　 集　　 区　　 分 � 試　　 験　　 日

２　 等　 陸・海・空　 士(男・女) �
男子　９月16日～23日(指定)

女子10 月７日

曹候補士及び一般曹候補学生(男・女) �１次　９月】9日

防　 衛　 大　 半　 校(男・女) �
推薦　９月18日～19日

一般１次　11月13日～14H

防 衛 医 科 大 学 校(男・女) �１次 ｎ 月６日～７口

航　 空　 学　 生〔海・空〕（男・女）�．１次　９月23日

看　　　 謾 ，　 学　　　 生(女子) �１次　11月10日

詳しくは、次へお問い合わせください。

自衛隊福島地方遠路 部福島募集案内所

福鳥 市須 川町5  ｰ  5 (  0245  ｰ  3 ﾚ 55  四 )

海上保安大学校・海上保安学校学生募集
海上保安庁では。平成６年４月採用となる海上保安大学校・海上保安学

校の学生を次のとおり募集しています。

�海上保安大学校 � 海　上 保 安 ’学 校

受 付 期 間 �
平成５年９月２日（木）～

平成５年９月14日（火） �

平成５年８月20日（金）～

平成５年９月２口（木）

受 験 資 格 �

高等学校(専門学校を含む)を卒案した古及び来春卒婁兇込みの者で

昭和48年４月２日以降に生 昭和45年４月２日以降に生

まれた書.　　　　　　1 まれた者

採用予定数 � 約50名 �

船舶凛鮭システム　約85名

情 報 シ ス テ ム　約50名

海　 洋　 科　 学 約15名

試 験　日 �

第.1次試験‘

平成５年11月６日（土）～

平成５年11月７日（日） �

第１次試験

平成５年10月３日（日）

賦 験 地 �塩釜市、水戸市、新潟市、東京都など全国32箇所

問い合わせ 小名浜海上保安部 管理課

･ 971 いわき市小名浜字辰己町38番地(

 0 6 ) 53 ｰ 7u2

戸籍の窓口
（７月 受付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

論 梟(さ と み)小坂 和也 太 田 川
陸 行(たかゆき)羽根 善陥 餡　 町

祐　樹(ゆ う き)児玉 敏春 川　 内

奈 生(な　 お)村上 吉男　山　 根

茜{ あ か ね}玉手 利美 中　 郎

香 織{か お り}遠藤 －旃 鳥　 取

里 奈{り　 な}松浦新一郎 大 木 戸

亮 介{ｑｊうすけ}山田　 濃 霧　 梟

男 渡{ゆ う と}佐藤 崗弘 小　 坂

明 徳(あきのり)石J11 義則 第　 四

結婚 おめでとうございます

氏　　 名
村 上 茂 芳
石 黒 悦 子
古 田 義 勝
佐 籐 良 子
阿 郎　　 裕
横 田 桂 子

町内会

第　 九

仙 台 市

宮 町 北

太 田 川

泉 田 ‾ド

福 鳥 市

お くやみ 申しあ げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

仲 田　ト　ク　　92　　 富 町 北

佐々木 治 郎　　68　　 駅　 前

佐 藤 ヒ　ロ　　 フ6　　 泉 田 中

刈 観 胯 助　　88　　 錦　 町

千 葉　　 榮　　63　　 駅　 前

舟 山 な ほ　　84　　 宮 町 北

菊 地 唯 七　　89　　 第　 十

佐 藤 倉 泊　　93　　 第 十 二

人 口 と 世 帯

８月１日現在(前月比)７月中のうごき

人
　
　

口

男5 人（－ ２）

女6  靆 46人(  十 3 )

計 Ⅱ , 人 《 十 l)

世帯数3  , 08戸(  十 2 )

転 入　17人

転 出　18人

出　生10 人

死 亡　名人

心配ごと相談日
場 所 ： 役 場 二庸 相談 亶 ｛ｌ ●人口●ろ・人りｌ きい｝

時 間 ： ９時 ～12 Ｓ

こ まったことや、相談ごとがあり ましたら、

お訊軽にご相談下 さい。秘密は絶対 に守ります。

〔相談 員 〕

８月 日 (水〉後藤　 一・高野 時子

９月３日（金〉高橋●右工門・高橋 恵子

９月14 日 (火）高橋 陸雄・斎藤 洋子

8月 裏月(はづき)

叩( 月)京鄒大文字焼き

渕( 木)ﾊﾟｲﾀ啣

日 (月)処 暑

跼( 月)防災溷問(~9月５日)

建築物防災週閊(~9月５日)

9月 長月(ながつき)

１日 閑 二百+11

防災の11

9H 冰》救急の日

10H 壘3 全国下水道促進ﾃﾞｰ

15H 水1 敬老のｌ

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

言 8 5 ｰ 2 6

F A X

8 5 ｰ 2 7 0 7

民
舞
・
マ
ジ
ッ
ク
を

楽
し
む

～
合
同
学
習
会
～

去
る
七
月
三
十
一
日
、
阿
津
賀

志

学
級
。
く
に
み
女
性
教
室
。
成

人
学
級
の
合
同
学
習
会

が
行
わ
れ

ま
し
た
が
。
約
二
百
名
か
出
席
し
、

大

へ
ん
盛
会
で

し
た
。

初

め
に
大
木
戸
民
舞
サ
ー
ク
ル

の
皆
様
に
よ
る
、
相
馬
地
方
に
伝

わ
る

「
か

べ
ぬ
り
甚
句
」
、
岐
自
ｆ
県

郡
上
八
幡
の
踊
り
の
一
つ
で
あ
る

「
春
駒
」
、
紺
の
野
良
着
に
赤
い
た

す
き
で
田
植
え
に
励
む
「
お
ぼ
こ
」

の
姿
を
讃
え
た

「
秋
田
お
ぼ
こ
」
、

岩

手
県
衣
川
村
に
伝
わ
る

「
大
森

み
か
ぐ

ら
」
を
観
賞
し
ま
し
た
。

出
演
さ
れ
た
県
北

中
一
年
か
ら

三
年
生

の
本
当
に
す
ば
ら
し
い
踊

り
を

た
ん
の
う
す
る
と
共
に
、
こ

れ
も

安
藤
ま
ゆ
み
先
生

（
本
年
‐１こ

月
ま
で
大
木
戸
小
、
四
月
か
ら
白

根
小

）
の
真
摯
な

ご
指
導
の
も
と
、

日
頃

の
熱

心
な
練
習
の
賜
物
で
な

い
か
と
感

心
さ
せ
ら
れ
、
万
富
の

拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ま

た
、
安
藤
先
生
の
熱
演
さ
れ

た

「
秋

田
お
ば
こ

」
に
よ

っ
て
一

段
と
盛
り
上

が
り
を
見
せ
、
学
級

生
は
大
へ
ん
満
足
気
で
し
た
。

次

に
、
郡
山
市
マ

ジ
ッ
ク
愛
好

会

長
　

和
知
謙
様
に
よ
る

い
ろ

い

ろ
な
道
具
を
使

っ
て
の
マ

ジ
ッ
ク

に
目

を
見
張
り
、
驚
き
と
笑

い
の

な
か
に
、
そ
の
巧
み
さ

に
す
っ
か

り
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

続

い
て
。
日
本
七
孔
尺
八
会
師

範
で
あ
ら
れ
る
同
じ
和
知
様
の
演

奏

さ
れ
る
尺
八

の
す

ば
ら
し

い
音

色
に
聴

き
入
り
、
多
大
な
感
銘
を

受
け

ま
し
た
。

そ
し
て
。『
北
国
の
眷

』
「
娘

よ
」

な
ど
の
時
は
、
演
奏

に
合
わ
せ
学

級
生
も
口
ず
さ
み
、
楽
し

い
雰
囲

気
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
か
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
学
習

を
と
お
し
て

、
郷

土
芸
能
の
伝
承
に
努
め
て
お
ら
れ

る
大
木
戸
民
舞
サ

ー
ク
ル
の
皆
様

に
敬
意
を
表
し
、
深
く
感
謝
を
申

し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
民
族
舞
踊

や
音
楽
の
美
し

さ
、
更
に

マ
ジ
ッ

ク
の
魅
力
、
楽
し

さ
に
接
ず
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
喜
び
た

い
と

思

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、

私
た
ち
の
心
豊
か
な
生
活
へ

つ
な

が
る
も
の
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

威勢のよい舞を植栽

「

絵

本

を

読

む

」

第
五
回
　
子
育
て
教
室

七
月
二
十
三
日
、
子
ど
も
移
動

図
書
館
主
任
指
導
員
の
内

池
和

子

先
生
を
講
師
と
し
て
、
「
絵
本
を

よ
む
」
の
主
題
で
第
五
回
子
育
て

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
近
の
低
温
の
た
め
か
、
お
子

さ
ん
の
風
邪
ひ
き
か
多
く
、
十
名

の
出
席
で
し
た
か
、
み
ん
な
熱

心

に
勉
強
し
ま
し
た
。

幼
児
に
本
を
読
み
き
か
せ
る
こ

と
の
大
切
さ
、
ま
た
最
近
の
新
し

い
傾
向
の
桧
本
な
ど
、
ほ
ん
と
う

に
魅
力
の
あ
る
。
お
と
な
で
も
見

て
み
た
く
な
る
よ
う
な
絵
本
が
紹

介
さ

れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
公
民
館
の
図
書
室
に
あ
り
ま
す

の
で
、
い
っ
で

も
活
用
さ

れ
て
子

ど
も
た
ち
に
、
小
さ
い
う
ち
か
ら

本
に
親
し
む
よ
う

に
し
て

い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す

。

当
日
は
保
育
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

方
も
七
名
ほ
ど
参
加
さ
れ
て

、
お

毋
さ
ん
た
ち
も
安
心
し
て
勉

強
し

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご

ざ

い
ま
し
た
。

（
内

池
先
生
の
お
話
し
の
要
旨
）

私
達
大
人
が
幼
児

に
良

い
絵
本

を
与
え
た
い
と
墨

つ
の
は

、
そ
こ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

く
み
取

り
、
知
級
豊
か
に
感

性
す
ぐ

れ
た

子
ど
も
に
育
っ
て

欲
し

い
と
願

っ

て
の
こ
と
に
違
い
な
い
か
。
桧
本

の
持
つ
役
割
り
の
大
切
な
点
は
そ

れ
か
読
書
へ
の
入
口
だ
と

い
う
こ

と
に
あ
る
。
本
を
読

む
、

つ
ま
り

字
と
い
う
道
具
に
よ

っ
て
一
河
葉
を

伝
え
る
文
化

は
人
間

だ
け
か
持

つ

技
術
で
、
日
‥
か
ら
受
け
る
一
宇
一

宇

を
、
ま

と
ま

っ
た
言
葉
と
し
て

受

け
入

れ
。
そ

の
言
葉
の
持
つ
意

味

を
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
ゆ
く
頭
の

中

で
の
作
業

、
そ
の
こ

と
は
訓
練

す

る
こ

と
に
よ

っ
て
修
得
で
き
る

技
術
で
、
そ

の
第

一
段
階

に
あ
る

の
が
桧

本
な
の
だ
と
墨

つ
。
し
た

が
っ
て
絵
本

は
幼
児
の

発
達

に
合

わ
せ
て
選
ぷ
こ
と
が
望
ま
し
く
、

先
ず
初
め
は
色
彩

や
形

が
単
純
な

物
と
名
前
の
っ
な
か
り

が
は

っ
き

り
分
か
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
本
。

次
に
言
葉

に
リ
ズ
ム
が
あ
り

。
絵

が
笑
し

い
も
の
、
次

に
ス
ト

ー
リ

ー
を
楽

し
め
る
も
の
へ

と
進
ん
で

い
け
ば
良

い
。
何
よ
り
も
、
幼
児

に
と
っ
て
、
頁
を

め
く
れ

ば
楽
し

い
歐
界

が
広
が
る
と
い
う
本
へ
の

信
頼
こ
そ
が
大

切
。
又
、
言
葉
を

き
ち
ん
と
受
け

と
め
る
習
慣
を
つ

け
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
静
か
な

時
間
を
親
子
で
作

っ
て
も

ら
い
た

い
。

絵本について理解を深める

無料開放

森 江 野町 民プ ー ル

～ご利用ください～

開放期間

利用時間

使 用 科

８月】1日園～

８月20日(匐の10日間

第１回9:30 ～11:30

裙２回13: 30 ～15: 30

無　 科



イ

ン

デ

ィ

ア

カ

グ

ル

ー

プ

学

習

に

参

加

し

て

五

十
嵐

栄
雄

阿
津
賀
志
学
級
で

は
、
高
齢
者

の
生
き
か
い
と
健
康
づ
く

り
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て

、
今
年

度
か

ら
趣

味
の
グ
ル
ー
プ
学
習

に
『
イ

ン
デ
ィ
ア

カ
』
を
取

り
入

れ
ま
し

た
。イ

ン
デ
ィ
ア
カ
の
原
型
と
な
っ

た
ゲ
ー
ム
は
、
南
ア
メ
リ
カ
の
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
が
と
う
も
ろ
こ
し
の

葉
を
束
ね
て
つ
く

っ
た

ボ
ー
ル
を

打
ち
合

っ
た
遊
戯
で
あ
る
と

い
わ

れ
て

い
ま
す

。

私
は
昨
年
十
二
月
に
梁
川
町
で

行
わ
れ
た
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
の
講
習

会
に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
、
気

軽
に
で
き
る

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
の
イ
ン
デ
ィ
ア

力
に
つ

い
て
、
お
お
よ
そ

の
こ
と

か
わ
か

っ
て
い
ま
し

た
の
で

。
継

康
づ
く
り
の
た
め

に
す
す
ん
で
参

加
し

ま
し

た
。

回
数
は
、
六
月

八
日
か
ら
七
月

十
六
日
の
間
に
四

回
あ

り
、
十
四

名
の
申
し
込
み
か
あ

り
ま
し

た
か
、

諸
行
事
と
重
な
っ
た
り
し
て
。
毎

回
十
名
程
度
の
参
加
者
で
し
た
。

初
め
て

体
験
す

る
人
か
殆
ん
ど

で
し
た
が
。
講
師
の
県
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
協
会
事
務
局
長
の
梁
川
町
中
央

公
民
館
。
中
木
雅
彦
様
よ
り
の
イ

ン
デ
ィ
ア

カ
の
打
ち
方
（

パ
ス
。

サ
ー
ブ
、
ス
パ
イ
ク
等
）
や
、
ゲ

ー
ム
の
進
め
方
等
、
き

め
細
や
か

な
指
導
の

も
と
に
、
快

い
汗
を
流

し

な
が
ら
、
大
へ
ん
楽
し
く
行
う

こ
と
が
で

き
ま
し

た
。

ゲ
ー
ム
は
ネ

″
卜
を
は
さ
み
、

四

人
対
四

人
で
行

い
ま
し

た
が
、

体

力
、
能
力
等
に
応
じ
柔
軟
に
ル

ー
ル
を
変

更
し
て
進
め
、
一
点
を

と

る
た
び
に
歓
声

が
あ
が
り
。
競

技
者
も
応
援
す
る
人
も
一
体
と
な

っ
て
の
好

ゲ
ー
ム
の
連
続
で
、
大

へ
ん
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

羽
根
の
つ

い
た

ボ
ー
ル
を
素
手

で
簡
単
に
打
ち
合
う
イ
ン

デ
ィ
ア

カ
は
、
初

め
て
の
人
で
も
気
軽

に

で
き
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
健

康

づ
く
り
の
た
め
に
も
大
へ
ん
よ

い
の
で
、
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し

た

い
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
お
誘
い
合

わ
せ
、
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で

す
か
。

ゲームを楽しむ学級生

ジ
ュ
ニ
ア
仲
間
づ
く
り

キ

ャ

ン

プ

研

修

七
月

二
十

一
日
、
事
前
研
修
を

実
施

、
県
北
中

学
校

て

二
年
生

二

十
三
名

が
出
席
し
て
館
長
、
県

北
中

学
校
長
斎
藤
先
生
か
ら
あ
い

さ
っ
を

い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
班

榻
成

。
キ

ャ
ン
プ
の
準
備
、
た
き

木
づ
く
り
な
ど
を
し
た
。

七
月
二
十
八
日
、
雨
模
様
の
な

か
館
長
以
下
三
名
の
引
卒
の
も

と

午
前
九
時
十
分
、
公
民
館
を
出

発

し
七
ヶ

宿
ダ
ム
の
ほ
と
り
に
あ

る

「
水
と
歴

史
の
館
」
を
見
学
の
あ

と
、
横
川
に
あ
る
南
蔵
王
寿
少
年

旅
行
村
に
十
時
半
到
着

、
幸

い
雨

も
や
ん
だ
の
で

長
老
湖

ま
で
散
策

長老湖で散策を楽しむ

し
、
キ
ャ
ン
プ
に

戻
っ
て
昼
食
、

午
後
は
竹
の
箸

づ
く
り
、
わ
ら
細

工
な
ど
の
研
修

、
慣

れ
な

い
ナ
イ

フ
を
使
っ
て
竹
を
削

る
の
に
苦
労

し
た
。
三
時
よ
り
野
外
炊
飯
に
な

っ
た
が
薪

が
湿

っ
て

い
て
、
な
か

な
か
火
か
っ
か
ず

、
用
意
し
た
た

き
木
も
ほ
と
ん
ど
燃
や
し
、
な
か

に
は
調
味
料
の
サ
ラ

ダ

ー
オ
イ
ル

ま
で
燃

や
し
て
し
ま

っ
た
も
の
が

あ
っ
て

。
焼
肉
用
の

オ
イ
ル
が
足

り
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
管

理

棟
よ

り
灯
油
を
も
ら

っ
て
何
と
か

食
事
に
あ
り

つ
い
た
・

し
か
し
め

っ
こ
め
し
も
多
く
、
焼
肉
も
生
焼

か
あ
っ
た
り
で

、
残
念
な
夕
食
と

な
っ
た
。

畏
雨
の
た
め
乾
燥
し
た
薪
が
人
手

で

き
ず
、
湿

っ
た
薪
で
も
細
く
割

れ
ば
燃
え

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
湿

っ
た
杉
材
は
容
易
に
火
か

っ
か

な
い
も
の

だ
と

い
う
こ
と
か

分
か

っ
た
。
も

っ
と
蓼
目
に
準
備

す

る
こ
と
か
大
き
な
反
省
点
と
な

っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
も
め
げ
ず
、
不
平
も
い
わ
ず
、

み
ん
な
明
る
く
夜
の
研
修
を
し
て

く

れ
た
こ
と
か
大
変
う
れ
し

い
こ

と
で

あ
っ
た
。

夜
の
研
修
は
昼
の
わ
ら
細
工
の

継
続
で
、
虫
か

ご
を
作
っ
た
り
、

わ
ら

ぞ
う
り
を
作
る
こ
と
だ
っ
た

が
。
む
ず
か
し
く
て
あ
き
ら
め
た

人

が
多
く
、
あ
と
は
自
主
的
に
肝

だ
め
し
な

ど
行

っ
て

い
た
。
そ
の

中
で
一
年
男
子
の
数
名
は
真
夜
中

ま
で
頑
張

っ
て

ぞ
う
り
を
仕
Ｅ

げ

た
生
徒
か

お
り
、
翌
口
、
館
長
手

造
り
の
立
派
な
虫
か

ご
を
記
念
に

い
た
だ
い
た
。

翌
日

は
朝
食

、
昼
食
の
お
に
ぎ

り
な
ど
。
慣

れ
な
い
手
つ
き
な
が

ら
楽
し
く
準

備
し
て

バ
ン

ガ
ロ

ー

周
辺
を
き
れ
い
に
消
掃
の
あ
と
。

十
時
半
船

岡
の
平
和
観
音
。
角
田

市

の
ロ
ケ

ッ
ト

ー
セ

ン
タ
ー
、
ス

ペ
ー
ス

ー
タ
ワ

ー
な
ど
を
見
学
し

て
帰
途
に
つ

い
た
。

図書室の一時休室のお知らせ

公民館では、文化センター図書室への引越しに伴う図書整理

のため、下記のとおり図書室を一時休室しますので、ご協力を

お願いいたします。

尚、現在。本を借りている方は、８月31日（火）まで、最寄

りのJA 福島国兄町各支所か、公民館にお返しください。

記

休室の期間………平成５年９月１日（水）～11月７日（日）



町
民
ゴ
ル
フ
大
会

武
藤
さ
ん
に
栄
冠

ゴ
ル
フ
の
普
及
と
町
民
の
親
睦

及

び
健
康
の
増
進
を
図
り
開
催
さ

れ
て

い
る
町
民

ゴ
ル
フ
大
会
か
、

七
月
十
一
日
、
白
鳥
カ
ン
ト

リ
ー

ク
ラ

ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

今
年
で
、
五
回
目

を
迎
え
る
大

会

は
、
町
民
と
町
内
に
勤
務
し
て

い
る
方

七
十
三
名
か
参
加
し
て
行

わ

れ
ま
し

た
。

競
技
は
、
午
前
八
時
よ
り
開
始

さ

れ
、
十
ハ

ホ

ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー

ク
プ

レ
ー
、

ダ
プ
ル
ペ
リ
ア
方
式

に
よ
り
行
わ
れ
。
武
藤
利
寛
さ
ん

が
、
初
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

▽
大
会
の
結
果
　
　

（
敬
称
略
）

優
　

勝
　
　
　
　

武
藤
利
寛

準
優
勝
　
　
　
　

林
　
　

明

第
一
位
　
　
　
　

平
田
憲
治

第
一
一
位
　
　
　
　

玉
木
仁
彦

第
三
位
　
　
　
　

神
津
武
志

森
江

野

ス
ポ

ー
ツ

少

年

団

女

子

チ

ー

ム

入
賞
を
報
告

襠
島

找
友
粫
闃
社
土
催
に
よ
る
、

第
十
一
回
福
島
県
女
子
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
稀
大
会

県
北

地
区
大
会
が
、
七
月
四

日
、
荒
川

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
森

江
野
ス

ボ
ｙ
‐・
ツ
少
年
団
女
子
チ

ー
ム
か
、

見
事
第
三
位
の
成
績
を

お
さ
め
．

県
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し

た
・

七
月
十
『

日
、
団
長
の
佐
藤
済

一
さ
ん
（
塚
野
日
宇
正
法
寺
四
）、

キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐
藤
典
子
さ
ん
（
同

右
）
、
そ
し
て

．
佐
藤
由
香
里
さ

ん
（
森

山
字
下
鶉

町
十
六
）
の
三

人
が
、
町
畏
室
を
訪

れ
、
大
会
で

の

人
賞

の
報
告
を

行
い
ま
し
た
．

三
人

は
、
冨
永
武
夫
町
長
か
ら

「
県
人
会
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
ご
と
激
励
の
霑
葉
を
か
け
ら
れ
、

真
黒

に
口
焼
け
し

た
顏
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て

い
ま
し

た
、．

ウ
ォ
ー
カ
ー
先
生
と
の

別
れ
を
惜
し
む

七
月
十

．二
日
、
国
見
町
農
協
会

館

に
お
い
て
．
昨
年
八
月
か
ら
国

見
・

桑
折
両
町
で
英
語
指
導
助
手

を
務

め
て
こ
ら

れ
た
マ
イ
ケ
ル
・

ウ
ォ
ー
カ

ー
先
生
の
送
別
会
か

行

わ
れ
ま
し
た
。

送
別
会
に
は
、
両
町
の
関
係
者

や
県
北
中
学
校
・
醸
芳
中
学
校
の

生
徒
代
表
ら
約
五
十
人
か
出

席
し

ま
し

た「
。

冨
永
武
夫
国
見
町
長
か
、
『
本

場
の
英
語
を
教
え
て

い
た
だ
い
た

と
共
に
、
国
際
交
流
に
も
大
変
有

意
義
で
あ
り
ま
し

た
Ｊ

と
お
礼
の

。ぢ
葉
を
述
べ
た
の
に
対
し

、
ウ

寸

Ｉ
カ

ー
先
生
は
、
片
言
の
日
本
語

を
交
え
、

’
町
民
の
皆
さ
ん

に
親

切
に
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て

い
ま
す
Ｊ

と
別
れ
の
言
葉
を
述

べ

Ｊ
ぶ
し

た
。

ま
た
、
ウ
ｔ
ｌ

力
－

先
生
に
は
、

記
念
品
と
し
气

山
水
画
の
掛
け

軸
か
贈
ら
れ
ま
し

た
。

両
校
の
生
徒
が
英
語
を
使

っ
て

別
れ
の
言
葉

を
述
べ
た
り
。
記
念

の
し
お
り
を
贈
る
等
、
和

や
か
に

交
歓
を
行

い
な

が
ら
、
互

い
に
別

れ
を
借
し
ん
で

い
ま
し
た
。

白
い
水
し
ぶ
き
を
あ
げ

小
学
校
水
泳
交
歓
会

七
月
二
十
八
日
、
藤
田
小
学
校

プ
ー
ル
に
お
い
て

、
町
内
四
小
学

校
の
六
年
生
全
児
童

（
百
ニ
ト
四

名
）
が
参

加
し
て

、
国
見
町
小
学

校
水
泳
交

歓
会
か

開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
二

十
二
度
と

い
う
肌

寒
い
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参

加
児
童
は

、
元
気
に
水
し
ぷ
き
を

あ
げ
、

メ
ダ
ル
の
獲
得
を
目
指
し

ま
し

た
。

ま

た
、
プ

ー
ル
の
周
闘
に
は
、

父
兄
等
約
五
十
名
か
応
援
に
駆
け

付
け
。
熱

い
声
援
を
送
り
ま
し

た
。

寒

い
天
候
に
よ
る
練
習
不
足
の

た
め
か
、
新
記
録
は
出
ま
せ
ん
で

し

た
が
、
児

童
た
ち
は
、
思
う
存

分
力
を
出
し
切
っ
て
泳
い
で

い
ま

し
た
。編

集
日
記

○
雲
の
切

れ
目
か
ら
こ
ぼ
れ
る
日

差
し
を
こ
れ
程
貴
重
な
も
の
に
感

じ

た
年
は
な

い
。

何
気
な
く
享
受
し
て

い
る
太
陽

の
恵
み
に
感
謝
し
た
い
気
持
で
す
。

発
吁

Ｊ`
集

国
―
町
総
務
課

篠
鳥

県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
咒
２
の
Ｉ

・

九
六
九
一

一
七
　

ａ

（
○
二
四
五
）
八
五
－
二

．
一
一
（
代
表
）

好天に恵まれた町民ゴルフ大会

富永町長から激励金が羶られる

お別れの言葉を述べるウォーカー先生

今度は払の蓍（女子200メートルリレ ー）

わ
だ
い


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10

